
を示すので,動的意味をもたない ｢かわかす｣には用

いられないのだろう｡

2.4.手段

㈱ シャツを

07) ×シャツを

㈱ シャツを

89)×シャツを

(40) シャシを

(41) シャツを

(42) シャツを
(43) シャツを

日光で かわかす｡

日光で ほす｡

風で かわかす｡

風で はす｡

日光にあてて かわかす｡

日光にあてて ほす｡

風にさらして かわかす｡

風にさらして ほす｡

(36)-(43)はいずれも自然な乾燥方法であるが ｢ほす｣

は手段のデ格を取I)えない｡しかし(畑～(13)のように手
段を表わすと考えられる動詞中止形では ｢はす｣も使

える｡この追いは,｢ほす｣が劫的意味 ･静的意味の

両方をもつことや他のさまざまな要因に,関わるもの

と思われ,現段階では結論をくだせない｡

また,

(8) 柿を はす｡

これは,干柿をつくることを意味する場合つまり静

的意味についてのみ考えてみると,成分としての水分

を取り除くときは,強い熟を短時間加える方法は ｢ほ

す｣には不適当のように思われる｡そうすることによ

り,もの自体が変質してしまうのではないだろうか｡

以上から ｢かわかす｣に関しては手段に制限がない

ことがわかるが,｢はす｣に関しては一言でいいきるこ

とはできない｡ここでもさまざまな事柄が関わりあっ

てくるためさらに追求する必要があり,前述のデ格と

テ形の問題とともに,今後の課題としたい｡

2.5.慣用的表現

(W 甲羅を ほす｡

(45)杯を ほす｡

(44)(45は共に水分を取り除く意味から転じた表現と考
えられる｡しかし水分を取り除くための状態にするこ

と,つまり動的意味とは直接関係ないので,やはり慣

用的表現とするべきである｡

3. まとめ●｢動詞のもつ意味｣
｢かわかす｣は静的意味をもち劫的意味をもたない｡

｢ほす｣は静的 ･動的意味の両方をもつが静的意味

だけに用いることはできない｡

静的意味とは,ものの水分を取り除くことである｡

また劫的意味とは,ものの水分を取り除くための状態

にすることであり,静的意味に先立って行われる｡

●｢水分の状態と乾燥の手段｣

｢かわかす｣は成分としての水分以外に対して用いら

れ,乾燥の手段は選ばない｡

｢ほす｣に関しては,成分としての水分を取り除く場

合はこれに限定され,自然な乾燥手段を用いなければ

ならないが,成分以外の水分については,今後の課題

とする｡

●｢構文的特徴｣

｢かわかす｣は場所を表すこ格と共起しない｡

｢はす｣は手段を表すデ格と共起しない｡

言語経歴 :1960年9月大分県大分市生 0-

18歳大分市 18歳～東京都目黒区

はれる･むくむ

1. はじめに

｢はれる｣と ｢むくむ｣は両語とも,人や動物の体の

一部や全体がふくらむ現象を表わす動詞である｡しか

ち,これらは正常な現象というより,病的な現象とい

える｡あるいは病的と言わぬまでも何らかの理由で,

一時的に体がふくらむ現象を表わす動詞である｡以下,

この二語を分析していく｡なお ｢はれる｣と ｢むくむ ｣

については,徳川 ･宮島1972の分析があるので,随時

それを参考にしていく｡

内 田 最由美

2.分析

2.1.文型

(1)潅不足で まぶたが はれる｡

(2) -目立っていたので 足が むくむ｡

文型は ｢はれる｣｢むくむ｣とも同じで,下のような

型になる｡

Aか
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むくむ｡ (A:ふくらむ部分)



2.2. ガ格にたつもの

ここでは,ガ格にたつ ｢ふくらむ部分｣について ｢は

れる｣と ｢むくむ｣を比軟する｡

(3) しもやけで 手が はれる｡

(4) 虫に刺されて 手が はれる｡

(2)一日立っていたので 足が むくむ｡

(5) にきびが はれる｡

(6) 屑のきずが はれる｡

｢はれる｣は(3)のように,ガ格にたつ部分の全休がふく

らむ場合と,(4)のようにか格にたつ部分のさらに一部

分がふくらむ場合がある｡また,(5)(6)のように身体の

部分を表わす名詞以外のものがくることもある｡｢むく

む｣はそれに対し,ガ格で示す部分が全休にふくらむ

場合のみ用いられ,ガ格には身体を表わす名詞以外は

こないようである｡

2.3. 原因

原因に関して,徳川 ･宮島1972では以下のように昏

かれている｡

｢むくむ｣はからだ内部にかぎられるが,｢はれる｣

は,なぐられるなど,外からの原因でもできる｡

(P.326)

この記述は,原因を外からのものか,体の内部からか

という点で比絞している｡それに従って,まず外から

の原因について考えていく｡

(7) なぐられて ほおが はれる｡

(8)xなぐられて ほおが むくむ｡

(9) 虫にさされた所が はれる｡

(10)×虫にさされた所が むくむ｡

(7)～(10)のように,ふくらんだのが,外から虫など何

らかの物体が体に接触･作用したためであることがはっ

きりしている場合には,｢むくむ｣は使えか ､ようで

ある｡

(ll)×カイロを握っていると 手が はれる｡

(12) カイロを握っていると 手が むくむ｡

(13) 冬山で 凍傷で 手が はれる｡

(u)x冬山で 凍髄で 手が むくむ.

(15)やけどをして 顔が はれる｡

(10xやけどをして 顔が むくむ｡

(17日 ストーブで手をあぶっていると 輩が はれる｡

(ll) ストーブで手をあぶっていると 拳が むくむ｡

まず(ll)(12)は,カイロの接触が味因だが ｢むくむ｣の

方が適切である｡その他の例にあらわれた原因は,熱

や寒気など,無形ではあるが,外からの作用といえそ

うである｡(12)(18)から考えると ｢むくむ｣の原因は内部

に限られるとは言えないようである｡

体内部の原因の場合はどうだろうか｡

(19) かぜで のどが はれる｡

(紬×かぜで のどが むくむ｡
Cl)?薬の副作用で 体が はれる｡
C2)薬の副作用で 体が むくむ｡

¢3)xじん肢病で からだが はれる｡
糾) じん肢痛で からだが むくむ｡

内部の原因の場合,徳川 ･宮島1972に従えば,二語

とも使えると考えられるが,(19)一朗の例を見ると.片
方が使えない,あるいは不自然な場合がある｡以上か

ら,外からの作用が原因か,内部の原因かという観点

では ｢はれる｣と ｢むくむ｣の示差的特徴はとらえら

れないと思われる｡

しかし,原因という点で二語の違いが全く表われな

いということもない｡

まず ｢むくむ｣は外からの作用が原因の場合は,そ

の種類は熟や水などと少なく,史的にも内部の原因に

よるものが圧倒的に多い｡

外からの作用による場合,作用の強さが.ふくらむ

部分に,外侮等ふくらむ以外の何らかの表面的な変化

をもたらすくらいの強さである時には ｢むくむ｣は使

わないという傾向がある｡

また(3)(4)(5)(9)(13)(15)(19)～伽)のように,原因がやけど
やじん取柄など,病的なもの (病気 ･怪我)である場

令,｢はれる｣は,ふくらむ部分に原因が存在し,｢む

くむ｣はふくらんだ部分と病気の部分とが追い,病気

が内俄器官にあることが多いという傾向が指摘できそ

うである｡例えば,鏡を見て顔がいつもよりふくらん

でいる時に, ｢むくんでいるのかな.それとも,ほれ

ているだけかな｣と考えることがあるが,この場合の

｢むくむJは ｢内牧に病LJiがある｣という意識と結び

ついていると考えられる｡

2.4.状態

状態の特徴を徳川 ･宮島1972は以下のように説明す

る.(iiiiiiの分類は筆者による｡)

L ｢むくむ｣はじん駄 ･かっけなどで,顔全体 と

か,足全体とかが,なんとなくふくれあがって,

水気をふくんでいるようなばあいにいう｡

ii ｢はれる｣は,おでき･みみずばれのように,

まったく部分的なものについてもいえる｡

iii ｢むくんだ｣状態について ｢はれている｣とは

あまり言わないが,絶対にいえないわけでもな

い｡(P.326)
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これを大別すると ｢はれる｣｢むくむ｣の各々の状態

の説明 (iとii),二語の関係 (iii)の二点になる｡

が.状態の説明は ｢はれる｣について,ほとんどされ

ていない｡そこで, iの ｢むくむ｣の説明を次の三つ

に分ける｡

① 水気について

② ｢なんとなくふ くれあがって｣という部分-

ここでは固さ･弾性ととらえる｡

③ iiと関連して ｢部分｣と ｢全体｣

このうち(卦は,2.2.での分析に相当している｡そこで

(むと②について ｢はれる｣と比較して考えてみる｡

2.4.1. 水気

｢むくむ｣は iの説明のように,水気をふくんで,ふ

くらんだ状態を表わしていると考えられる｡水気といっ

ても水泡のように皮膚に水がたまるのではなく,皮府

下の組鞄の間に水分がたまったような,ふくらんだ部

分に重畳感を感じる,また見る人にも感じさせるよう

な状態である｡

次に ｢はれる｣の場合はどうだろうか｡

脚x長い間海の中を標っていたので 死体が はれ
ている｡

¢6) 長い間海の中を濡っていたので 死体が むく

んでいる｡

蜘㈱のように,ふくらんだ部分に水気が含まれてい

る場合には ｢はれる｣は使えないようである｡しかし,

以下のように言うことは可能であると思う｡

即 体が 水気を含んだように はれる｡

この場合 ｢むくむ｣を使うと,かえってくどい感じに

なる｡また.水気の変化は関係ないと思われる場合に

｢むくむ｣は僚紛 -が, ｢はれる｣は使える｡

㈱ リンパ腺が はれる｡
(抑 ×リンパ腺が むくむ｡

(l) 潅不足で まぶたが はれる｡

伽)×潅不足で まぶたが むくむ｡

以上から ｢はれる｣は,ふくらんだ部分の水知 こつい

て,特定の状態を表わすことはないと考えられそうで

ある｡

2.4.2. 固さ･弾性

｢むくむ｣の圃さについての特徴を考えるためにま

ず,｢むくむ｣と ｢ふとる｣が対比して使われている

例を取りあげてみる｡

01) ｢お婆ちゃん,おらげに来てから肥ったねoJと,

間貸している農家のおかみが言った｡

｢そうかしら,むくんでるんじゃないかしら.J

｢ううん 肥ったんだよ,むくみとは追うよ｡-｣

(r厭からせの年齢J国立国語研究所1972の用例よ

り一部抜粋 (P.402))

(31)は国研1972では ｢ふとる｣と ｢むくむJ の対立の

例として挙げている｡これは,状態としては ｢ふとる｣

状態と ｢むくむ｣状態が似ていることを示していると

考えられる｡したがって ｢むくむ｣は,全体的に丸み

を帯びて,柔らかそうな感じでふくらんだ状態である

と言えそうである｡2.4.1.で述べた重畳感を感じさせ

るという串も ｢ふとる｣との類似性に関係していると

思われる｡この点が iの ｢なんとなくふくれあがって｣

という説明に相当していると思われる｡

弾性という点について ｢むくむ｣は.ふくらんだ部

分に弾性がなくなっている状態を表わすと考えられる｡

これは,今までの状態の特徴から推測できる｡また,

病気の症状の ｢むくみ｣の場合,｢むくみ｣であるか

どうかを判定するのに.ふくらんだ部分を押して確め

るというやり方がある｡押してできたくぼみがなかな

か消えない場合に ｢むくみ｣であるという｡この点か

らも ｢むくむ｣は弾性がなくなることを表わすと考え

られるだろう｡

では,｢はれる｣の固さや弾性についての特徴はど

うか｡

02)栄養失調で 腹だけが ほれた 子供｡
(33)x栄養失調で 腹だけが むくんだ 子供.

伽 リューマチで 関節が はれる｡
85)×リューマチで 関節が むくむ｡

¢6) 傷口が はれる.

抑 泣くと 目が はれる｡

(細 唇が はれる｡

｢はれる｣は.ふくらんだ部分に固さの変化がか ､,

あるいはどちらかというと固くなるという傾向がある

ようだ｡けれども.

(39)体が 指で皮膚を押すと凹み なかなかもとに

戻らないように はれる｡

のように,何らかのことばを加えることで ｢はれる｣

を用いて ｢むくむ｣状態を表わすことは可能である｡

(日常では ｢むくむ｣を使うだろうから,ほとんど使わ

れないだろうが｡)このように考えると.本質的には水

'jtの場合と同様に,固さや弾性について特定の状態にな

ることを意味していか ､と考えた方がよいと思われる｡

2.5. ｢はれる｣と ｢むくむ｣の関係

2.4.1..2.4.2.の整理を兼ね,状態について二語を
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まとめてみる｡｢むくむ｣は,ふ くらむ部分が.全体

的に,丸 く,柔らかそうに水Jj-tを含んだ感じでふくら

み,重量感を感 じさせ,ふ くらんだ部分の弾性がなく

なっている状態を表わす｡そして,｢むくむ｣が状態

が細か く規定 されるのに対し,｢はれる｣は水気 ･弾

性などの細かな特徴を規定せず,何かの作用によl)体

(の一部)が一時的にふ くらんだ状態になることを表

わしているだけだといえる｡このため ｢むくむ｣はガ

格にたつ名詞が,身体を表わす名詞のみであるなど,

｢はれる｣にくらべて制限が多い (2.2.)｡また,｢むく

む｣の原因も ｢はれる｣より範囲が狭 く,内部からの

作用が多いという ｢はれる｣との違いがあると思われ

る (2.3.)｡

ところで,上のように考えると ｢むくむ｣は ｢はれ

る｣に含まれるとも思われる｡とすれば ｢むくむ｣は

｢はれる｣で言いかえ可能 となるはずであるO実際に

以下の例もあった｡

(40) かっけになると足がはれる｡(r外国人のための

基本語用例辞典第二版J)

(41) 〔むくみの現象として〕 まず目で見てみると

ほれている(rファミリー ドクターJP.63)

(Wには間借はないが(40)は実際にはほとんどイ如っないし,

(42) かっけに なると 足が むくむ｡

の方が,はるかに自然である｡さらに(ll)(17柁1)¢3)(紬の例
から考えても ｢むくむ｣は ｢はれる｣で言いかえられ

ると断定するより ｢むくんだ｣状態は ｢ほれている｣

と絶対に言いかえられないわけではないという程度の

方が適切 であろうと思われる｡｢はれる｣は,状態の

細かい特徴を規定 しないために,ふ くらんだ状態が

｢むくむ｣の特徴 を持 っている時は使いにくくなるの

だろう｡また,2.3.に番いたように.粧因に関して内

取の病気イコール ｢むくむ｣という意識があるためと

も考えられる｡したがって ｢はれる｣は ｢むくむ｣状

態以外の場合に使われる傾向が強いようだ｡

3. まとめ

｢はれる｣

○ガ格にくるものの全体.あるいは一郎が外からの

作用や体の内部の瞭困により.ふ くらんだ状態に

なることを表わす｡

｢むくむ｣

Oか格にたつものの全体が,外からの作用もあるが

主に体の内部の原因により.ふ くらんだ状態にな

ることを表わす｡

○ガ格にたつ部分が,全体的に,丸 く,柔らかそう

に水'jtを含んで重畳感を感じさせるようにふくら

み,弾性がないという状態になることを表わす｡

言語経歴 :1960年 7月釆京都大用区に生まれ

現在に至る｡
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久松清一他踊1974 r改訂新潮国語辞典J 新潮社

文化庁1975 r外国人のための基本語用例辞典 第二版J 大蔵省印刷局

森田良行1977 r基礎日本語lJ 角川昏店

1980 r基礎日本語2J 角川沓店

山田忠雄他樹1981 r新明解国語辞典 第三版J 三省堂
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